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☆目的 

 現在、当園ではアフリカゾウのメス 3頭（リカ 38
歳、媛 18歳、砥愛 11歳）を飼育しています。3頭
のアフリカゾウが心身ともに健やかに暮らせるよう

に取り組んだので報告します。 

☆方法 

 アニマルウェルフェアとは、日本語にすると「動物

福祉」といいます。今回それを向上するために環境と

給餌の二つの観点に分けて実施することにしました。 
環境としては獣舎の改修や遊具の交換、夏季暑さ

対策、冬季の防寒対策に取り組みました。 
採食としては、新たなフィーダーの考案および設

置、新型のペレット自動給餌器の導入、さらに乾草の

自動給餌機も考案・製作しました。 

☆環境の取り組み 

★採血用耳出し扉の改良 

媛が扉の上部から前肢を出して踵部の裂傷を繰り

返しており、チェーンを張って対応していたため、扉

を上部へ延長補修を実施しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★夏季の夜間放飼 

寝室でのストレスを軽減するため、夜間に運動場 
と寝室を自由に行き来できるようにしました。媛は 

 
 

 
 
 
 

 
2024年 6月 27日～9月 30日に実施し、リカと砥愛
も含めた３頭での放飼も 7月 30 日と 8 月 6 日に試
みました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★遊具の交換 

これまでトラックや自動車のタイヤを遊具として

使用していましたが、劣化やゾウによる破損により

内部のワイヤーが表面に出てきて皮膚を傷つけ、足

裏のパッドに刺さるなど危険がありました。そこで

これまでの遊具を撤去し、代替品としてオートバイ

用タイヤや小型の丸太を新たに設置しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

アフリカゾウのアニマルウェルフェア向上の取り組み 

兵頭 佳夫 

飼育レポート 

耳出し扉の改良 

 

３頭での夜間放飼の様子 

オートバイ用タイヤ 

媛の夜間放飼の様子 
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さらに獣舎大扉の防寒対策です。大扉にはプラス

チック製窓（夏季には取り外して使用）が付いていま

すが、窓にビニールを張り二重構造にして空気の層

を作りました。また運動場と寝室間にある大型の自

動扉の防風対策として、自動扉と壁の間に隙間があ

り寒気流入と暖気が逃げるのを防ぐために目張りテ

ープを張りました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
最後に寝室の床も工夫をしました。寝室は床面が

コンクリート製であるため、横臥位になると体温が

奪われます。対策として、よくゾウが寝ている場所の

床面にオガクズを敷き体温を保持できるようにしま

した。オガクズを敷くことにより、四肢の負担軽減に

もなったと思われました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆給餌の取り組み 

野生のゾウは、一日の大半を採食に費やしていま

す。現在、当園では日中に 6 回給餌していますが、
さらに給餌回数を増やして採食時間をより延長する

ことを目的として、給餌に関しても取り組むことと

しました。地面に給餌するとすぐに採食し終わるた

め、フィーダーや夜間の自動給餌機の更新と新たに

乾草自動給餌機を製作しました。 
★運動場に新型フィーダー設置 

既存のプラスチック製ドラム缶のフィーダーが破

損したため、耐久性向上も考慮して新型を制作する

こととしました。今回は横型で上部より簡単に餌が

入るように考案し、実際に設置しては改良を重ねて

製作および設置しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★寝室の自動給餌機の更新 

旧型の自動給餌機が故障したため、新しい自動給

餌機を寝室の２階に設置しました。旧型は 1日 4回
のペレット給餌でしたが、新型は６回の給餌が可能

になりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大扉のプラスチック製窓の目張り 
フィーダー製作中 

フィーダー設置完了 

ペレットの自動給餌機 

オガクズ敷き 

さらに獣舎大扉の防寒対策です。大扉にはプラス

チック製窓（夏季には取り外して使用）が付いていま

すが、窓にビニールを張り二重構造にして空気の層

を作りました。また運動場と寝室間にある大型の自

動扉の防風対策として、自動扉と壁の間に隙間があ

り寒気流入と暖気が逃げるのを防ぐために目張りテ

ープを張りました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
最後に寝室の床も工夫をしました。寝室は床面が

コンクリート製であるため、横臥位になると体温が

奪われます。対策として、よくゾウが寝ている場所の

床面にオガクズを敷き体温を保持できるようにしま

した。オガクズを敷くことにより、四肢の負担軽減に

もなったと思われました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆給餌の取り組み 

野生のゾウは、一日の大半を採食に費やしていま

す。現在、当園では日中に 6 回給餌していますが、
さらに給餌回数を増やして採食時間をより延長する

ことを目的として、給餌に関しても取り組むことと

しました。地面に給餌するとすぐに採食し終わるた

め、フィーダーや夜間の自動給餌機の更新と新たに

乾草自動給餌機を製作しました。 
★運動場に新型フィーダー設置 

既存のプラスチック製ドラム缶のフィーダーが破

損したため、耐久性向上も考慮して新型を制作する

こととしました。今回は横型で上部より簡単に餌が

入るように考案し、実際に設置しては改良を重ねて

製作および設置しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★寝室の自動給餌機の更新 

旧型の自動給餌機が故障したため、新しい自動給

餌機を寝室の２階に設置しました。旧型は 1日 4回
のペレット給餌でしたが、新型は６回の給餌が可能

になりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大扉のプラスチック製窓の目張り 
フィーダー製作中 

フィーダー設置完了 

ペレットの自動給餌機 

オガクズ敷き 















実はカバの皮膚はとっても敏感で、 紫外線や乾燥に

弱いです。 それを補うために、 粘液腺から赤色の液

体を分泌します。 この分泌液には、 日光を浴びるこ

とによるダメージから皮膚を守る働きや、 傷口からの

感染を防ぐ抗菌作用があります。





 

 

 

 

会員さんから頂いた 

お便りを紹介します♪ 

とべ動物園に初めて行ったのは、ちょうど

１年前になります。ゆっくりとテレビを見る

時間もなく、いつか見ようと思い、録り溜め

ていたテレビ録画の中に『しろくまピース２

０歳～家族と歩んだ“いのち”の軌跡～』が

ありました。それを見て、いてもたってもい

られなくなりピースに会いに行ったのです。

本当に幸せな気持ちになりました。高市さん

と御家族、とべ動物園の方々、ピースを守っ

て下さりありがとうございました。バリーバ

お母さん、ピースを産んでくれてありがとう

♡これからも動物サポーターを続けて応援

させてください♡ 

 

友の会 杉山純子さん 

いつもたくさんのお便りありがとうございます！ 

2025 年ねこ歩きイベント、ハズレでした

（残念）再チャレンジ頑張ります。今年、古

希を迎えた私、あと 5 回チャレンジできる

よう体力・気力・好奇心の維持に努めます。 

 

友の会 森幸子さん 

 私の学校では今とべ ZOO 牛乳が出ていま

す。ピース、ココロ、アネ、モネつくし、こ

はく みんな好きですが特にこはくは大好き

です。佐助とミワもです。仕草がとっても可

愛らしい。 

 2025 年度もよろしくお願いします。 

 私の夢は今のところですがとべ ZOO で働

くことなのでしっかり勉強して、動物たちを

心から愛せるようになりたいです。 

 

友の会 鎌田千麦さん 

フンボルトペンギンの赤ちゃんたちに早く

会いたいです。ペンギンの赤ちゃん特集をし

てほしいです。 

 

友の会 尾崎ゆずさん 

エランドの飼育レポート、大変読み応えが

ありました。ハズバンダリートレーニングに

ついては知っていましたが、試行錯誤、一進

一退、皆さんの日々の努力、積み重ねに動物

と向き合う真摯さを感じました。 

フィアとビッツの間にいつかかわいい子が

生まれるよう心からお祈りしております。 

 

 

動物サポーターさん 

 

会員のページで撮影された写真を楽しみ

ながら見させていただきました。遠方に住

んでいるので、とべ動物園になかなかいけ

ません。ありがとうございました。今号の

「マレーグマ」の写真、素敵です。日々、

お世話されている「キーパー」ならではの

決定的な瞬間でしょうか… 

 

友の会 田中早苗さん 

 

 

 広報誌の表紙写真は、広報担当者が 
撮影しています！編集部長の期待に 
応えるのは大変です（笑） 編集部 
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